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主な取組み内容

（１）上流域ブロック・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）中流域ブロック・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（３）下流域ブロック・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

河川下⽔道対策

流 域 対 策

減 災 対 策

東播磨 北播磨 丹波(加古川流域圏)
位置図

下流域ブロック

中流域ブロック

丹波篠山市
丹波篠山市役所

上流域ブロック

（１）ダム事前放流・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）ため池・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（３）農業⽤ダム期間放流・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（４）⽥んぼダム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（５）校庭貯留・公園内⾬⽔貯留・・・・・・・・・・・・・・・・

（６）治⽔活⽤に関する啓発・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（７）森林の整備及び保全・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）浸⽔による被害の発⽣に係わる情報の伝達・・・・・・・・・

（３）浸⽔による被害の軽減に関する学習・・・・・・・・・・・・

（４）浸⽔による被害の軽減のための体制整備・・・・・・・・・・

（５）訓練の実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（６）浸⽔による被害からの早期の⽣活の再建・・・・・・・・・・
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Hyogo Prefecture

01河川下⽔道対策
（１）上流域ブロック（護岸整備等）

東条川（丹波篠山市今田町本荘）兵庫県

※令和5年度事業評価 加古川⽔系中流圏域

R15R14R13R12R11R10R9R8R7R6R5R4R3R2R1H30
H29
まで種別

用地補償

掘削

築堤・護岸

橋梁

井堰

完成区間

① 本荘中橋下流 ② 1号井堰上流左岸

残事業区間

③ 1号井堰上流 ④ 月江橋下流

：実施・計画⼯程表

事業箇所

※令和5年度事業評価 加古川⽔系中流圏域
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02河川下⽔道対策
（１）上流域ブロック（護岸整備等）

掘削

篠山川（丹波篠山市） 完成区間

① 北嶋橋下流

⼯程表

①

②

凡例
H29～R4
R5以降

河川整備計画に
おいて計画的に
整備を進める区間

残事業区間

曽地川合流点付近

横断図

年度
工種 R15R14R13R12R11R10R9R8R7R6R5R4R3R2R1H30H29

掘削
出典：国土地理院ウェブサイト

※令和3年度事業評価 ⼀級河川加古川⽔系（丹波圏域）〔篠⼭川⼯区〕

事業箇所

：実施・計画

兵庫県
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加古川（加東市滝野地区）国交省

03河川下⽔道対策
（２）中流域ブロック（護岸整備等）

進捗率上滝野
96%⽤地取得
14%築堤
58%掘削
100%

撤去完了
橋梁改築（新橋）

旧橋撤去

R8R7R6R5R4R3R2R1H30H29
年度

地区

河高
下滝野

上滝野

油谷川
高倉川

立田川

掘削
橋梁改築

滝野大橋

油谷川

高倉川

立田川

滝見橋
滝野大橋築堤

掘削

橋梁改築

H16T23 浸水範囲

H25T18 浸水範囲

凡 例

（新）滝見橋 完成

⼯事中 ⼯事中 ⼯事中 ⼯事中完成完成

加古川流域

滝野地区

○度重なる浸⽔被害に対して、平成29年度から、加古川中流部の加東市滝野地区（河⾼・下滝野・上滝野地区）を緊急対策特定区間に設定し、
重点的に築堤や川の掘削を実施し、概ね10年間で平成16年洪⽔（台⾵第23号）と同規模の洪⽔に対する浸⽔被害の早期軽減を図る。

○このうち、特に近年浸⽔頻度が⾼い河⾼・下滝野地区については、平成29年度から概ね5年間（令和3年度）で整備するとともに、5か年加
速化予算を活⽤することで、滝野地区全体の完成を令和7年度を⽬標に事業を推進する。

こうたか しもたきの かみたきの

※現時点での予定であり、今後の状況により随時更新します。

⼯事概略⼯程事業進捗

築堤

掘削

築堤

掘削

R6完成予定

Ｒ
７
年
度
完
成
を

目
標
に
事
業
推
進

R3概成

橋梁改築(旧橋撤去完了)

築堤

進捗率河⾼・下滝野

100%⽤地取得
98%
(概成)築堤

100%掘削

令和4年3⽉末に
油⾕川、⾼倉川、
滝野⼤橋下流の
⼀部が概成箇所
であるが、早期
整備区間の治⽔
安全度は確保し
ている。
令和6年度も概成
箇所の整備を継
続して⾏う。

R4年度から滝野
⼤橋上流で築堤
護岸を施⼯。
R6年度も継続し
て整備を進める。

R5施工箇所(樋門)

R5施工箇所
(築堤護岸)

※姫路河川国道事務所HP加古川中流部緊急治水対策事業
令和6年7月末時点
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河川下⽔道対策
（２）中流域ブロック（護岸整備等）

加古川

加古川（小野市、加東市大門地区）国交省

⼤⾨地区は加古川中上流部に残る無堤地区であり平成16年10⽉の台⾵第23号洪⽔により浸⽔被害が発⽣した。
そのため、台⾵第23号洪⽔の再度災害防⽌を⽬標として、河道掘削・築堤・橋梁架替を実施している。

河道掘削・築堤・橋梁架替箇所 (⼤⾨地区) 築堤等実施状況（⼤⾨地区）

令和6年度の事業内容

・⼤⾨橋架替 ・築堤
・⽤地取得 ・河道掘削

丹波篠山
市

事業箇所(大門地区)

令和６年１月時点

※姫路河川国道事務所HP 令和６年度 事業概要

04
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河川下⽔道対策
（２）中流域ブロック（護岸整備等）

05

③中郷橋上流 ④緯度橋上流右岸

緯度橋

津万橋

畑谷川

福
地
川

中郷橋

日本へそ公園

日本へそ公園駅

比延駅
西脇病院

③

④

⑤

⑥

事業区間
西脇工区 延長3.1km

比延谷川

昭和58年
洪水対応

平成16年
台風第23号対応

加
古
川

出典：地理院地図

鹿野大橋

事業箇所

凡 例

：H16.10台風23号の浸水範囲

：H23.09台風12号の浸水範囲

凡 例
：H30（2018）以前
：R１（2019）～R5（2023）
：R6（2024）以降
：河川整備計画において
計画的に整備を進める区間

加古川（西脇市）兵庫県 完成区間

残事業区間

R15R14R13R12R11R10R9R8R7R6R5R4R3R2R1H30
H29
まで

種別

掘削

調査検討

用地

⼯程表
：実施・計画

※令和5年度事業評価 加古川⽔系加古川中流圏域( )

⑤鹿野大橋上流左岸 ⑥緯度橋上流左岸
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河川下⽔道対策
（２）中流域ブロック（護岸整備等）

小田井堰

誉田橋

小野工区 延長8.9km

⑤

国管理区間

④

県管理区間
③

六ヶ井堰

②事業箇所

東条川（小野市）兵庫県

凡 例

：S58.09台風10号の浸水範囲

：H16.10台風23号の浸水範囲

⼯程表

完成区間

残事業区間

⑤ 井堰改築（小田井堰）

②誉田橋下流

：H30（2018）以前

：R１（2019）～R5（2023）

：R6（2024）以降

：河川整備計画において
計画的に整備を進める区間

凡 例

④誉田橋（下流から上流を望む）

③誉田橋下流

R23R22R21R20R19R18R17R16R15R14R13R12R11R10R9R8R7R6R5R4R3R2
H31
(R1)

H30H29H28H27H26
H25
迄

種別

⽤地
補償

掘削

築堤

護岸

橋梁

井堰

：実施・計画

※令和5年度事業評価 加古川⽔系中流圏域(加古川⽔系東条川〔⼩野⼯区〕)
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07河川下⽔道対策
（３）下流域ブロック（護岸整備等）

R16R15R14R13R12R11R10R9R8R7R6R5R4R3R2
H21

R1
種別

⽤地買収

河道改修

橋梁

鉄道交差部
（本川⽔路）

鉄道交差部
（分⽔路）

事業箇所

水田川（加古川市）兵庫県

⼯程表 ：実施・計画

完成区間

②潰目池9号橋

④山陽電鉄交差部③山陽電鉄交差部

横断図

護岸完成区間

残事業区間

① 水田橋

凡 例

：R2～R6

：河川整備計画において
計画的に整備を進める区間

：R1以前

：R7以降

：道路

：旧河川

：鉄道
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河川下⽔道対策
（３）下流域ブロック（護岸整備等）

※令和4年度事業評価 ⼆級河川喜瀬川⽔系喜瀬川

事業評価区間

新川池

④

③

土山橋

①
喜瀬川橋

②

喜瀬川（加古川市）兵庫県

事業箇所

「出典：国土地理院ウェブサイト」

凡 例

H29(2017)以前

H30(2018)～R4(2022)

R5(2023)以降

河川整備計画において
計画的に整備を進める区間

浸水想定区域(計画規模)

S49.7 台風第8号 浸水範囲

年度
工程

R13R12R11R10R9R8R7R6R5R4R3R2R1H30～H29

調査設計

用地測量

⽤地補償

掘削

河道改修
(築堤・護岸)

橋梁 （国）喜瀬川橋 （市）土山橋

⼯程表 ：実施・計画

残事業区間

完成区間

① JR山陽本線上流

② 国道2号 喜瀬川橋上流 ③土山橋上流

④加古川バイパス下流

08
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河川下⽔道対策
（３）下流域ブロック（排⽔機場・ポンプ等）

12秒

松村川防潮水門・排水機場高砂市

≪建物の概要≫
敷地面積：4,983㎡（排水機場全体）
構造：鉄筋コンクリート造2階建
建築面積：726㎡（延870㎡）
建物高さ：18.6m（地上面から）

役割

①⾼潮の逆流を防ぐ

・台⾵時などに、海から押し寄せる⾼潮※を⽔⾨で⾷い⽌め、市街地への進⼊を防ぐ。
・排⽔機場を使い、⽔⾨閉鎖中に上流から流れてきた松村川の⽔を強制的に海側へ排⽔する。

※計画⾼潮位：3.0ｍ（TP）

(⾼潮時の )

●排⽔機場には毎秒34㎥の⽔を排⽔することができるポンプを備える
（今回⼯事では毎秒23㎥の段階整備）
→学校のプール(390㎥換算）の⽔を約12秒で空にできる能⼒

●防潮⽔⾨は幅約20m、⾼さ5.8ｍのステンレス製ゲートを２枚
●排⽔機場、防潮⽔⾨ともに兵庫県内では最⼤級の規模

事業箇所

②⼤⾬時に松村川の⽔位を下げる

・⼤⾬時に、排⽔機場を使い、上流から流れてきた松村川の⽔を強制的に海側へ排⽔して
川の⽔位を下げ、市街地へ⽔があふれ出るのを防ぐ。
（潮位と⾬量の変化に応じて、⽔⾨と排⽔機場を効果的に組み合わせて操作する）

海抜が低く潮位の影響を受けやすい
⾼砂市の地形では、

特に⼤きな治⽔効果を発揮する

※2024年 広報たかさご5⽉号No.950・⾼砂市HP 松村川防潮⽔⾨・排⽔機場建設⼯事「⼯事だより」

09
○排水機場・防潮水門は、令和５年度に完成し、今後は防潮堤防の整備を予定している。

海側

川の水

川の水

高潮

水門閉鎖

上流(市街地)側
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流域対策
（１）ダム事前放流（みくまりダム）

10

みくまりダム

位置図

標準断面図
・

容量配分図

ダム全景

○県管理の多目的ダムのみくまりダム、農業用ダムの鍔市ダム、藤岡ダム、八幡谷ダム、佐仲ダム、工業用水道専用ダムの権現第一ダ

ム・権現第三ダムについては、既存ダムの洪水調節機能強化を推進するため、国、兵庫県、各市等の９機関による「加古川水系治水協

定」を令和2年5月に締結し、事前放流を実施している。今後も事前放流を実施することで、下流域の被害の防止・軽減を図る。

みくまりダムは、既設放流バルブ

を活用し、利水容量の一部を72

時間前から事前放流することで、

被害の防止・軽減を図っている。
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流域対策
（２）ため池

※姫路河川国道事務所HP 加古川流域治水協議会 第９回 加古川流域治水協議会

事前に水位を下げ治水活用容量を確保し、雨水流出による被害低減に取り組む。

期間放流の状況（大日池） 期間放流の状況（惣毛池）

高砂市の事例

加東市の事例

＜ため池の水位調整＞

台風前などに

事前放流を実施

＜ため池事前放流設備の整備＞

事前に水位を下げることが可能となる

切り欠きなどを整備し、洪水発生を抑制。

市内ため池２１箇所で期間放流(９～10

月)を実施。

11
○洪水吐や取水施設の取り組みを令和５年度までに２９２箇所で実施している。今後も施設管理者と協議し、継続していく。
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流域対策
（３）農業⽤ダム期間放流

12

位置図

加古川水系内の農業用ダム
（県管理）

治水活用容量確保の
イメージ

治水活用容量
確保方法

治水活用
容量

総貯水量
ダム名

（河川名）

期間放流(8～10月）23万m³107万m³鍔市ダム（鍔市川）

期間放流(8～10月）19万m³74万m³八幡谷ダム（籾井川）

期間放流(8～10月）14万m³50万m³佐仲ダム（小坂川）

期間放流(8～10月）18万m³87万m³藤岡ダム（藤岡川）

○県下の農業用ダム（県管理）について、河川管理者等と締結した治水協定に基づき、土地改良区の協力のもと、

利水容量（かんがい用水として貯水）の一部を治水容量として活用（治水活用容量）している。

○加古川水系内の4ダムでは、時期を定めてあらかじめ水位を下げておく「期間放流（時期ごとの貯水位運用）」

により治水活用容量を確保している。

○今後も取り組みを継続することで、下流域の被害の防止・軽減を図る。また、八幡谷ダム（R5完了）、鍔市ダム

（R6完了）、藤岡ダムで浚渫工事を実施している。
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流域対策
（４）⽥んぼダム

集落毎の意⾒交換等を踏まえ、営農者等の理解と
協⼒を得た上で取り組んでいる。

⽥んぼダムとは
⽥んぼダムは、⽔⽥が有する貯⽔機能を利⽤した取組であり、
⼤⾬の際、⼀時的に⾬⽔を貯留することにより下流への⽔量
を調整し、下流域の浸⽔被害の軽減を図る⼿法

【⽥んぼダム⽤せき板の使い⽅】

⽥んぼダムを実施すると・・・
⽥んぼ10枚（1枚1,000m²）で
25mプール約2.8杯分溜まります。
（幅12m 25m、深さ1.2mの場合）

せき板の上に⽥んぼダム⽤
せき板をのせる

上流で実施することで、
下流域の被害がさらに軽減できます！

切欠から排水 一次的に水位が上がり、
せき板を越流し排水

13
○令和５年度までに2,890haの水田を対象にせき板の配布を完了しており、その機能維持を図る。

○地域内のほ場整備済み区域面積は、約19,500haであり、さらに取り組みを推進し地域の安全度を高める取り組みを継続していく。
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流域対策
（５）校庭貯留・公園内⾬⽔貯留

⼤⾬が降ると…
こんな感じ

周囲⼩堤、側溝、余⽔吐、
オリフィス桝などの整備に
より貯留容量を確保。
約620m3の確保
（25ｍプールで約1.5杯分）

排⽔路、オリフィス桝、
洪⽔吐、放流管などの整備
により貯留容量を確保。
約580m3の確保
（25ｍプールで約1.5杯分）

兵庫県⽴丹波年輪の⾥（丹波市柏原町）内にあるグラウンド型既存調整池を活⽤した流域対策（平成29年3⽉完成）

【丹波市：柏原中学校】 【 】

【兵庫県：兵庫県⽴丹波年輪の⾥】

加古川流域の浸⽔被害を軽減するため、丹波市⽴柏原中学校に校庭貯留施設を整
備（平成29年5⽉完成）施設整備により、降った⼤⾬が⼀度に流れ出るのを抑制し、
少しづつ流すことで下流への負担を軽減する。

⼤⾬が降ると…
こんな感じ

29年3⽉完成）施設整
備により、降った⼤⾬が⼀度に流れ出るのを抑制し、少しづつ流すことで下
流への負担を軽減する。

⽔深（cm）と
貯留量（m3）の
関係がわかるよう
にしている。

10cm嵩上げ

ここまで溜まる

既存桝の嵩上げとオリフィス⼝の
縮⼩を⾏い、グラウンド部での
貯留容量を増やした。
約800m3の増
（25mプールで約2杯分）

⼤⾬が降ると…
こんな感じ
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○令和５年度までに市立学校で約17,500m3の整備を実施を完了している。

○今後も、学校、都市公園、官公庁、大規模店舗などの施設で貯留浸透施設を整備し、流出抑制効果を高める取り組みを継続していく。



Hyogo Prefecture

流域対策
（６）治⽔活⽤に関する啓発（ため池）

多可町の事例

「令和6年度 ため池管理者講習会」を開催
（23名参加）

丹波篠山市の事例

「令和6年度 ため池管理者講習会」を開催
（61名参加）

・「ため池管理者マニュアル」により、「ため池の点検と保全管理」に
ついて説明

・「兵庫県CGハザードマップ（ため池決壊による浸水想定区域）に
ついて」の説明

【内容】

講習会の様子

ため池管理マニュアル解説動画（令和6年度版）

・「ため池管理者マニュアル」により、「ため池の点検と保全管理」、
「特定外来生物ナガエツルノゲイトウ」について説明

・「地震・大雨後の点検報告」や「管理者変更届の提出」などの要請

【内容】

講習会の様子

ため池管理マニュアル（令和6年度）
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○ため池管理者に流出抑制効果について、十分な周知を図り、ため池の治水利用への取り組みを推進する。



Hyogo Prefecture

流域対策
（７）森林の整備及び保全（丹波市の取り組み）

16
丹波市森林づくりビジョン ～丹の森林づくり～

基本理念の実現に向けて「森林の整備に関する基本方針」と「森林資源の活用と森林に関わる人づくりに関する
基本方針」の２つの方向性をもとに、６つの「基本方針」を定めている。

森林の整備に関する基本方針

森林資源の活用と森林に関わる人づくりに関する基本方針

基本方針

源流の森林づくり 里山保全の森林づくり 経済循環の森林づくり

協働の輪を広げる仕組みづくりの推進 森林づくりを支える人づくりの推進

基本方針に基づく施策（※一部抜粋）

森林資源の利用拡大及び地産地消の推進

森林資源の利用拡大及び地産地消の推進

間伐による水源涵養機能の発揮

源流の森林づくり

里山周辺での森林整備

里山保全の森林づくり

高性能林業機械（ハーベスタ）

山南中学校の木質化（山南地域）

経済循環の森林づくり

丹波年輪の里での木木市（柏原地域）

協働の輪を広げる仕組みづくりの推進

林業技術向上に向けた研修

森林づくりを支える人づくりの推進

○森林管理により、土砂流出の抑制や斜面崩壊防止の抑制を図る。



Hyogo Prefecture

流域対策
（７）森林の整備及び保全（多可町の取り組み）

・人工林が大部分を占める

・その適正な保全を図る

・森林の多面的機能を高度に発揮する

多田川流域

全町的に森林の保全および保水機能の向上を図り、町内外への「木質バイ
オマス」エネルギーを安定的に供給するため、木質バイオマス供給セン
ターのチップ生産能力を強化するなど、間伐促進対策等を実施

森林経営計画
計画に基づき、路網整備や高性能林業機械の導入など集約的な施業を進め、
計画的に間伐対策を推進することにより、「流域の保水力向上」に努めている。

間伐実施状況 間伐材チップ
木質バイオマス
チップボイラー

木質バイオマスチップボイラー
（ボイラー内部）
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○森林管理により、土砂流出の抑制や斜面崩壊防止の抑制を図る。



Hyogo Prefecture

減災対策

・ハザードマップの作成・更新
・ハザードマップの周知（出前講座の実施）
・内⽔浸⽔ハザードマップの作成・周知
・災害を伝える

加古川市総合防災マップ（令和５年に更新）
（防災マップの作成・更新）

避難所の案内表示板の事例（加古川市内）
（災害を伝える）

防災出前講座（高砂市HP）
（防災マップの周知）

出前講座 まち歩き

神戸市情報マップ（神戸市HP）
（内水浸水ハザードマップの作成・周知）
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Hyogo Prefecture

減災対策
（２）浸⽔による被害の発⽣に係わる情報の伝達
・⾬量・⽔位情報（リアルタイム観測情報や河川監視画像の配信）
・防災情報の発信

CGハザードマップ
（雨量・水位情報）

にしわき防災ネット
（防災情報の発信）

令和5年10月リニューアル
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Hyogo Prefecture

減災対策
（３）浸⽔による被害の軽減に関する学習
・防災リーダーの育成・地域防災⼒強化の強化
・マイ避難カード作成⽀援
・⼿作り防災マップの作成⽀援

加古川市防災士学習会
（防災リーダーの育成・地域防災力強化の強化）

加古川市防災士学習会

加古川市域で作成したマイ防災マップ（姫路河川国道事務所HP）
（手作り防災マップの作成支援）

マイ避難カード作成支援（高砂市HP）
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高砂市マイ避難カード作成支援動画
「マイ避難カードを作成しよう」



Hyogo Prefecture

減災対策
（４）浸⽔による被害の軽減のための体制整備
・⽔防活動等への⽀援
・MIZBEステーションの整備
・円滑な避難態勢の整備
（避難所⼊⼝の看板の設置）

災害時避難場所の標識（播磨町）
（円滑な避難態勢の整備）

中学生が消防活動を体験（スクラムハート事業：多可町）
（水防活動等への支援）

MIZBEステーションの整備(小野市、姫路河川国道事務所)
（水防活動等への支援）
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小野市（ＭＩＺＢＥステーション整備イメージ（案））

【 概 要 】 加古川中流域における大規模な堤防決壊時に必要となる資機材等の整備、

緊急復旧活動など迅速な対応を図るための拠点整備を促進する。

【整備内容】 防災公園､交流施設､ヘリポート､備蓄資材置場､作業ヤード等

【整備規模】 約7,700㎡

【 概 要 】 拠点施設を中心として「かわ」と「まち」が連携した様々なソフト事業を推進する

ことで、平常時における地域活性化や賑わい創出を図るとともに、川への関心

や地元への愛着を持ってもらう。

【 内 容 】 地元園児が作成したこいのぼりの展示（5月）田んぼアートの実施（6～10月）

地元小学生たちによる稲刈り体験（10月） など

こいのぼりの展示 田んぼアート



Hyogo Prefecture

減災対策
（５）訓練の実施

稲美町防災訓練 フェニックス共済の加入促進

令和6年3月末
地域

加入率加入戸数

11.4 25,656 東播磨

13.6 11,050 北播磨

13.2 4,437 丹波

12.1 41,143 地域全体

9.4 166,892 県内全体
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（６）浸⽔による被害からの早期の⽣活の再建

・フェニックス共済の加⼊促進




